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(57)【要約】
　易開封性および再閉鎖可能ガセット付きパッケージ（
５）は、第一および第二インターロックストリップ（１
０、１３）と；第一パネル内、ならびに第一および選択
的に第二ガセット内のダイカット（２１）と、を含む再
閉鎖機構を含む。ダイカット（２１）は、パッケージを
開封してインターロックストリップ（１０、１３）の間
の収容された製品にアクセスするために移動可能なパッ
ケージの第一および第二末端から離間したダイカットセ
グメント（５６）を画定し、インターロック表面は少な
くとも部分的に露出される。パッケージ（５）は、ダイ
カットセグメント（５６）を除去した後に、第一インタ
ーロックストリップの第二部分のインターロック表面を
第一ガセット（１９）内でパッケージ自身と、および選
択的に第一インターロックストリップの第三部分を第二
ガセット（２０）内でパッケージ自身と係合させ、パッ
ケージを折り畳み、第二インターロックストリップのイ
ンターロック表面を第一インターロックストリップの第
一部分のインターロック表面と係合させることによって
、再閉鎖可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製品を包含し、パウチを備える、易開封性および再閉鎖可能ガセット付きパッケージで
あって、パウチは、
　ａ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端を各々備
える第一および第二サイドパネルと、
　ｂ）第一パウチ末端および第二パウチ末端と、
　ｃ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端を各々備
える第一および第二ガセットであって、第一ガセットはパウチの第一辺において第一およ
び第二サイドパネルを接続し、第二ガセットはパウチの第二辺において第一および第二サ
イドパネルを接続する、第一および第二ガセットと、
　ｄ）再閉鎖機構であって、
　　（ｉ）第一インターロックストリップであって、
　　　（ａ）第一および第二側縁と、
　　　（ｂ）第一および第二末端と、
　　　（ｃ）基部表面およびインターロック表面を有するインターロックセグメントと、
　　を備え、
　　第一インターロックストリップの第一部分は、インターロック表面の一部が第一サイ
ドパネルの内側表面に対向するように、第一サイドパネルの内側表面に固定されており、
第一インターロックストリップの第二部分は第一ガセットの内側表面に固定されている、
第一インターロックストリップと、
　　（ｉｉ）第一および第二側縁と、第一および第二末端と、基部表面およびインターロ
ック表面を有するインターロックセグメントと、を備える第二インターロックストリップ
であって、インターロック表面が第一サイドパネルの内側表面に対向するように、第一お
よび第二サイドパネルのうちの少なくとも１つの内側表面に固定された、第二インターロ
ックストリップと、
　を備える再閉鎖機構と、
　ｅ）第一サイドパネルおよび第一ガセット内に設けられたダイカットであって、ダイカ
ットは、パッケージの第一および第二末端から離間したダイカットセグメントを画定する
、ダイカット、
　を備える、パッケージ。
【請求項２】
　パッケージが、
　（ａ）パッケージが最初に開封される前に、第一および第二インターロックストリップ
のインターロック表面は露出されず、
　（ｂ）第二インターロックストリップのインターロック表面、および第一インターロッ
クストリップの第一部分は、パッケージが最初に開封されてその後再閉鎖されるまで係合
されず、
　（ｃ）第一インターロックストリップのインターロック表面は、第二インターロックス
トリップのインターロック表面よりもパッケージの第一末端から離れており、
　（ｄ）第一インターロックストリップは第二インターロックストリップよりも長くなる
ように、
　構成されている、請求項１に記載のパッケージ。
【請求項３】
　第一および第二インターロックストリップのうちの少なくとも１つが、第一および第二
表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端を有する、スカートセグメント
を備える、請求項１に記載のパッケージ。
【請求項４】
　スカートセグメントの第一および第二表面のうちの少なくとも１つの少なくとも一部が
易開封性シーラントを備える、請求項３に記載のパッケージ。
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【請求項５】
　閉ループダイカットセグメントが、ダイカットが第一サイドパネルを完全に通って延在
する第一部品と、ダイカットが第一サイドパネルおよび第一ガセットを部分的に通って延
在する第二部品と、を含む、請求項１に記載のパッケージ。
【請求項６】
　閉ループダイカットが第二ガセット内に設けられており、第一インターロックストリッ
プは第二ガセットの内側表面に固定された第三部分を備える、請求項１に記載のパッケー
ジ。
【請求項７】
　パッケージが開封されたときに、パッケージはその後、第一インターロックストリップ
の第三部分のインターロック表面をパッケージ自身と係合させることによって再閉鎖可能
である、請求項６に記載のパッケージ。
【請求項８】
　垂直成形充填封止プロセスで易開封性および再閉鎖可能ガセット付きパッケージを作成
する方法であって、
　ａ）第一および第二表面ならびにダイカットを備える平置きウェブを提供するステップ
と、
　ｂ）第一および第二側縁と、第一および第二末端と、基部表面およびインターロック表
面を有するインターロックセグメントと、を各々備える第一および第二インターロックス
トリップを備える再閉鎖機構を提供するステップと、
　ｃ）平置きウェブから内部表面を有する折り畳みウェブに変換するために、形成装置の
上で再閉鎖機構を有する平置きウェブを前進させるステップと、
　ｄ）縦シールを作成するために折り畳みウェブを縦方向に封止するステップと、
　ｅ）折り畳みウェブ内に第一および第二ガセットを形成するステップと、
　ｆ）第一パウチを画定するための第一横シールを作り出すために折り畳みウェブを横方
向に封止するステップであって、第一横シールは第一パウチの底部横シールである、ステ
ップと、
　ｇ）第一パウチ内に製品を入れるステップと、
　ｈ）第一パウチとともに、折り畳みウェブを所定距離だけ下方に前進させるステップと
、
　ｉ）第一パウチに上部横シールを、第二パウチに底部横シールを作り出すために、第一
パウチを横方向に封止するステップであって、第二パウチは第一パウチの上方に設けられ
ている、ステップと、
　ｊ）パッケージを作成するため第二パウチから第一パウチを分離するために折り畳みウ
ェブを横方向に切断するステップと、
　を備え、パッケージは、
　　（ｉ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端を各
々備える第一および第二サイドパネルと、
　　（ｉｉ）第一パウチ末端および第二パウチ末端と、
　　（ｉｉｉ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端
を各々備える第一および第二ガセットであって、第一ガセットはパウチの第一辺において
第一および第二サイドパネルを接続し、第二ガセットはパウチの第二辺において第一およ
び第二サイドパネルを接続する、第一および第二ガセットと、
　　（ｉｖ）第一インターロックストリップのインターロック表面の一部が第一サイドパ
ネルの内側表面に対向するように第一サイドパネルの内側表面に固定された第一インター
ロックストリップの第一部分と、第一ガセットの内側表面に固定された第一インターロッ
クストリップの第二部分と、第二インターロックストリップのインターロック表面が第一
サイドパネルの内側表面に対向するように第一および第二サイドパネルのうちの少なくと
も１つの内側表面に固定された第二インターロックストリップと、
　を備え、
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　第一および第二インターロックストリップの各々は、平置きウェブに予め固定されてい
るか、または折り畳みウェブに縦シールを作成するステップの前または最中のいずれかの
時点で平置きウェブまたは折り畳みウェブに固定され、
　ダイカットは第一サイドパネルおよび第一ガセット内に設けられ、ダイカットは、パッ
ケージの第一および第二末端から離間したダイカットセグメントを画定する、
　方法。
【請求項９】
　パッケージが、
　（ａ）第一および第二インターロックストリップのインターロック表面は、パッケージ
が最初に開封されるまで露出されず、
　（ｂ）第二インターロックストリップのインターロック表面、および第一インターロッ
クストリップの第一部分は、パッケージが最初に開封されてその後再閉鎖されるまで係合
されず、
　（ｃ）第一インターロックストリップのインターロック表面は、第二インターロックス
トリップのインターロック表面よりもパッケージの第一末端から離れており、
　（ｄ）第一インターロックストリップは第二インターロックストリップよりも長くなる
ように、
　構成されている、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ダイカットが第二ガセット内に設けられており、第一インターロックストリップは、第
二ガセットの内側表面に固定された第三部分を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　パッケージが開封されたときに、パッケージはその後、第一インターロックストリップ
の第三部分のインターロック表面をパッケージ自身と係合させることによって再閉鎖可能
である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　連続水平包装プロセスで易開封性および再閉鎖可能ガセット付きパッケージを作成する
方法であって、
　ａ）第一および第二表面ならびにダイカットを備える平置きウェブを提供するステップ
と、
　ｂ）第一および第二側縁と、第一および第二末端と、基部表面およびインターロック表
面を有するインターロックセグメントと、を各々備える第一および第二インターロックス
トリップを備える再閉鎖機構を提供するステップと、
　ｃ）平置きウェブから内部表面を有する折り畳みウェブに変換するために、再閉鎖機構
を有する平置きウェブを形成装置まで前進させるステップと、
　ｄ）折り畳みウェブが製品を包むように、製品を形成装置まで前進させるステップと、
　ｅ）縦シールを作成するために折り畳みウェブを縦方向に封止するステップと、
　ｆ）折り畳みウェブ内に第一および第二ガセットを形成するステップと、
　ｇ）第一パウチを画定するために先頭の横シールを作り出すため、製品を内包したまま
、折り畳みウェブを横方向に封止するステップと、
　ｈ）所定距離だけ前方に、先頭の横シールとともに折り畳みウェブを前進させるステッ
プと、
　ｉ）第一パウチの後続の横シールおよび第二パウチの先頭の横シールを作り出すために
折り畳みウェブを横方向に封止するステップであって、第二パウチは第一パウチの上流に
設けられている、ステップと、
　ｊ）個々のパッケージを形成するため第二パウチから第一パウチを分離するために折り
畳みウェブを切断するステップと、
　を備え、個々のパッケージは、
　　（ｉ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端を各
々備える第一および第二サイドパネルと、
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　　（ｉｉ）第一パウチ末端および第二パウチ末端と、
　　（ｉｉｉ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端
を各々備える第一および第二ガセットであって、第一ガセットはパウチの第一辺において
第一および第二サイドパネルを接続し、第二ガセットはパウチの第二辺において第一およ
び第二サイドパネルを接続する、第一および第二ガセットと、
　　（ｉｖ）第一インターロックストリップのインターロック表面の一部が第一サイドパ
ネルの内側表面に対向するように第一サイドパネルの内側表面に固定された第一インター
ロックストリップの第一部分と、第一ガセットの内側表面に固定された第一インターロッ
クストリップの第二部分と、第二インターロックストリップのインターロック表面が第一
サイドパネルの内側表面に対向するように第一および第二サイドパネルのうちの少なくと
も１つの内側表面に固定された第二インターロックストリップと、
　を備え、
　第一および第二インターロックストリップの各々は、平置きウェブに予め固定されてい
るか、または折り畳みウェブに縦シールを作成するステップの前または最中のいずれかの
時点で平置きウェブまたは折り畳みウェブに固定され、
　ダイカットは第一サイドパネルおよび第一ガセット内に設けられ、ダイカットは、パッ
ケージの第一および第二末端から離間したダイカットセグメントを画定する、
　方法。
【請求項１３】
　パッケージが
　（ａ）第一および第二インターロックストリップのインターロック表面は、パッケージ
が最初に開封されるまで露出されず、
　（ｂ）第二インターロックストリップのインターロック表面、および第一インターロッ
クストリップの第一部分は、パッケージが最初に開封されてその後再閉鎖されるまで係合
されず、
　（ｃ）第一インターロックストリップのインターロック表面は、第二インターロックス
トリップのインターロック表面よりもパッケージの第一末端から離れており、
　（ｄ）第一インターロックストリップは第二インターロックストリップよりも長くなる
ように、
　構成されている、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ダイカットが第二ガセット内に設けられており、第一インターロックストリップは、第
二ガセットの内側表面に固定された第三部分を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　パッケージが開封されたときに、パッケージはその後、第一インターロックストリップ
の第三部分のインターロック表面をパッケージ自身と係合させることによって再閉鎖可能
である、請求項１４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダイカットウェブおよび再閉鎖機構を有する易開封性および再閉鎖可能ガセ
ット付きパッケージに関し、パッケージを作成する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　食料および非食料製品は長い間、ポリエチレン、ポリプロピレン、またはポリエステル
（ＰＥＴ）などの様々な材料から作られたパウチ、袋、または蓋付きトレイなどの容器、
または成形ウェブの中に包装されてきた。これらの容器は、加工／包装設備において、様
々な包装プロセスを用いて、包装機器上で熱可塑性材料の１つまたは複数のウェブから形
成されることが可能である。このような機器およびプロセスは、垂直成形充填封止（ＶＦ
ＦＳ）および連続水平包装（フローラップと称されることもある）を含む。いずれの場合
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も、製品はマニュアルまたは自動でパウチ、袋、または成形ウェブの中に配置され、充填
済み容器は選択的に真空化またはガス置換され、容器の口は、パッケージを閉鎖および完
成させるために密封的または非密封的に封止される。
【０００３】
　完成したパッケージの開封（すなわち、はさみまたはナイフなどの道具を使用する開封
）は、消費者による製品へのアクセスを提供することができる。
【０００４】
　業界において一般的なのは、パッケージに再閉鎖特性を提供するための感圧接着剤（Ｐ
ＳＡ）の使用である。しかしながら、パッケージに対する接着剤の位置に基づき、接着剤
は、パッケージが開封される前に、または一旦パッケージが開封されてから、製品がパッ
ケージから取り出されて接着剤と接触するときに、収容された製品によって汚染されるこ
とがあるかも知れない。この現象は、パッケージの再閉鎖性を損なう可能性がある。また
、冷蔵状態で、あるいは油分または水分を含む食料の包装によって生じる油分または水分
の存在下で、接着剤の性能が損なわれることもあるかも知れない。
【０００５】
　やはり業界において一般的なのは、プラスチックジッパークロージャ；押し閉めまたは
スライドジッパー、インターロッククロージャ；インターロック式ファスナ要素を有する
再閉鎖可能ファスナ；ならびにオスおよびメス形状を有するインターロックリブおよび溝
要素；インターロック交互フック型クロージャ要素、ならびに面ファスナ；自己結合型オ
スファスナ要素を採用するファスナ；締まりばめを利用するファスナ、などの使用である
。これらの特徴は再閉鎖性を提供し、場合により、易開封特性をパッケージに提供するこ
とができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　市場には、包装業者の包装機器に対する変更をほとんどまたはまったく必要としないや
り方で使用可能であり；作成されたときのパッケージの密封性を選択的に維持しながら、
そして選択的にＰＳＡを使用せずに、マニュアル（すなわち、はさみまたはナイフなどの
道具を必要とせずに素手で）開封可能であって再閉鎖が容易な特徴を提供し；易開封特性
が有効化されたときに製品にアクセスするために比較的大きい開口を提供し；何回も開封
および閉鎖可能であり、食料および非食料製品を包装するのに適した、パッケージ、およ
びたとえばＶＦＦＳまたは連続水平包装プロセスを伴う包装方法の、要望がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第一の態様において、製品を包含する、易開封性および再閉鎖可能ガセット付きパッケ
ージは、パウチであって、
　ａ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端を各々備
える第一および第二サイドパネルと、
　ｂ）第一パウチ末端および第二パウチ末端と、
　ｃ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端を各々備
える第一および第二ガセットであって、第一ガセットはパウチの第一辺において第一およ
び第二サイドパネルを接続し、第二ガセットはパウチの第二辺において第一および第二サ
イドパネルを接続する、第一および第二ガセットと、
　ｄ）再閉鎖機構であって、
　　（ｉ）第一インターロックストリップであって、
　　　（ａ）第一および第二側縁と、
　　　（ｂ）第一および第二末端と、
　　　（ｃ）基部表面およびインターロック表面を有するインターロックセグメントと、
　　を備え、
　　インターロック表面の一部が第一サイドパネルの内側表面に対向するように、第一イ
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ンターロックストリップの第一部分は第一サイドパネルの内側表面に固定されており、第
一インターロックストリップの第二部分は第一ガセットの内側表面に固定された、第一イ
ンターロックストリップと、
　　（ｉｉ）第一および第二側縁と、第一および第二末端と、基部表面およびインターロ
ック表面を有するインターロックセグメントと、を備える第二インターロックストリップ
であって、第二インターロックストリップは、インターロック表面が第一サイドパネルの
内側表面に対向するように、第一および第二サイドパネルのうちの少なくとも１つの内側
表面に固定された、第二インターロックストリップと、
　を備える再閉鎖機構と、
　ｅ）第一サイドパネルおよび第一ガセット内に設けられたダイカットであって、ダイカ
ットは、パッケージの第一および第二末端から離間したダイカットセグメントを画定する
、ダイカットと、
　を備えるパウチを備える。
【０００８】
　第二の態様において、垂直成形充填封止プロセスで易開封性および再閉鎖可能ガセット
付きパッケージを作成する方法は：
　ａ）第一および第二表面ならびにダイカットを備える平置きウェブを提供するステップ
と、
　ｂ）第一および第二側縁と、第一および第二末端と、基部表面およびインターロック表
面を有するインターロックセグメントと、を各々備える第一および第二インターロックス
トリップを備える再閉鎖機構を提供するステップと、
　ｃ）平置きウェブから内部表面を有する折り畳みウェブに変換するために、形成装置の
上で再閉鎖機構を有する平置きウェブを前進させるステップと、
　ｄ）縦シールを作成するために折り畳みウェブを縦方向に封止するステップと、
　ｅ）折り畳みウェブ内に第一および第二ガセットを形成するステップと、
　ｆ）第一パウチを画定するための第一横シールを作り出すために折り畳みウェブを横方
向に封止するステップであって、第一横シールは第一パウチの底部横シールである、ステ
ップと、
　ｇ）第一パウチ内に製品を入れるステップと、
　ｈ）第一パウチとともに、折り畳みウェブを所定距離だけ下方に前進させるステップと
、
　ｉ）第一パウチに上部横シールを、第二パウチに底部横シールを作り出すために、第一
パウチを横方向に封止するステップであって、第二パウチは第一パウチの上方に設けられ
ている、ステップと、
　ｊ）パッケージを作成するため第二パウチから第一パウチを分離するために折り畳みウ
ェブを横方向に切断するステップと、
　を備え、パッケージは、
　　（ｉ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端を各
々備える第一および第二サイドパネルと、
　　（ｉｉ）第一パウチ末端および第二パウチ末端と、
　　（ｉｉｉ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端
を各々備える第一および第二ガセットであって、第一ガセットはパウチの第一辺において
第一および第二サイドパネルを接続し、第二ガセットはパウチの第二辺において第一およ
び第二サイドパネルを接続する、第一および第二ガセットと、
　　（ｉｖ）第一インターロック表面の一部が第一サイドパネルの内側表面に対向するよ
うに第一サイドパネルの内側表面に固定された第一インターロックストリップの第一部分
と、第一ガセットの内側表面に固定された第一インターロックストリップの第二部分と、
インターロック表面が第一サイドパネルの内側表面に対向するように第一および第二サイ
ドパネルのうちの少なくとも１つの内側表面に固定された第二インターロックストリップ
と、
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　を備え、
　第一および第二インターロックストリップの各々は、平置きウェブに予め固定されてい
るか、または折り畳みウェブに縦シールを作成するステップの前または最中のいずれかの
時点で平置きウェブまたは折り畳みウェブに固定され、
　ダイカットは第一サイドパネルおよび第一ガセット内に設けられ、ダイカットは、パッ
ケージの第一および第二末端から離間したダイカットセグメントを画定する。
【０００９】
　第三の態様において、連続水平包装プロセスで易開封性および再閉鎖可能ガセット付き
パッケージを作成する方法は：
　ａ）第一および第二表面ならびにダイカットを備える平置きウェブを提供するステップ
と、
　ｂ）第一および第二側縁と、第一および第二末端と、基部表面およびインターロック表
面を有するインターロックセグメントと、を各々備える第一および第二インターロックス
トリップを備える再閉鎖機構を提供するステップと、
　ｃ）平置きウェブから内部表面を有する折り畳みウェブに変換するために、再閉鎖機構
を有する平置きウェブを形成装置まで前進させるステップと、
　ｄ）折り畳みウェブが製品を包むように、製品を形成装置まで前進させるステップと、
　ｅ）縦シールを作成するために折り畳みウェブを縦方向に封止するステップと、
　ｆ）折り畳みウェブ内に第一および第二ガセットを形成するステップと、
　ｇ）第一パウチを画定するために先頭の横シールを作り出すため、製品を内包したまま
、折り畳みウェブを横方向に封止するステップと、
　ｈ）所定距離だけ前方に、先頭の横シールとともに折り畳みウェブを前進させるステッ
プと、
　ｉ）第一パウチの後続の横シールおよび第二パウチの先頭の横シールを作り出すために
折り畳みウェブを横方向に封止するステップであって、第二パウチは第一パウチの上流に
設けられている、ステップと、
　ｊ）個々のパッケージを形成するため第二パウチから第一パウチを分離するために折り
畳みウェブを切断するステップと、
　を備え、個々のパッケージは、
　　（ｉ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端を各
々備える第一および第二サイドパネルと、
　　（ｉｉ）第一パウチ末端および第二パウチ末端と、
　　（ｉｉｉ）外側および内側表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端
を各々備える第一および第二ガセットであって、第一ガセットはパウチの第一辺において
第一および第二サイドパネルを接続し、第二ガセットはパウチの第二辺において第一およ
び第二サイドパネルを接続する、第一および第二ガセットと、
　　（ｉｖ）第一インターロック表面の一部が第一サイドパネルの内側表面に対向するよ
うに第一サイドパネルの内側表面に固定された第一インターロックストリップの第一部分
と、第一ガセットの内側表面に固定された第一インターロックストリップの第二部分と、
第二インターロックストリップのインターロック表面が第一サイドパネルの内側表面に対
向するように第一および第二サイドパネルのうちの少なくとも１つの内側表面に固定され
た第二インターロックストリップと、
　を備え、
　第一および第二インターロックストリップの各々は、平置きウェブに予め固定されてい
るか、または折り畳みウェブに縦シールを作成するステップの前または最中のいずれかの
時点で平置きウェブまたは折り畳みウェブに固定され、
　ダイカットは第一サイドパネルおよび第一ガセット内に設けられ、ダイカットは、パッ
ケージの第一および第二末端から離間したダイカットセグメントを画定する。
【００１０】
　本発明は、発明の様々な実施形態の異なる図面に及ぶ、以下の図面を参照して説明され
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る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】パッケージの斜視図である。
【図２】図１のパッケージの正面立面図である。
【図３】図１のパッケージの背面立面図である。
【図４】図１の線４－４に沿って見た、図１のパッケージの一部の断面図である。
【図５】図１の線５－５に沿って見た、図１のパッケージの一部の断面図である。
【図６Ａ】図１の線６－６に沿って見た、図１のパッケージの一部の断面図である。
【図６Ｂ】図１の線６－６に沿って見た、別の実施形態による、図１のパッケージの一部
の断面図である。
【図７Ａ】開口シーケンスの間の図１のパッケージの一部の斜視図である。
【図７Ｂ】開口シーケンスの後半の部分における、図７Ａによるパッケージの一部の斜視
図である。
【図８Ａ】開口シーケンスの間の図６Ａのパッケージの断面図である。
【図８Ｂ】開口シーケンスの間の図６Ｂのパッケージの断面図である。
【図９】再閉鎖された後の図８Ａのパッケージの一部の斜視図である。
【図１０】再閉鎖された後の図８Ａのパッケージの一部の断面図である。
【図１０Ａ】図１０のパッケージの拡大断面図である。
【図１１】図１のパッケージを作成するための、再閉鎖機構およびダイカットを有する平
置きウェブの一部の平面図である。
【図１２】別の実施形態によるパッケージの斜視図である。
【図１３】図１２のパッケージの正面立面図である。
【図１４】開口シーケンスの間の図１２のパッケージの一部の斜視図である。
【図１５】開口シーケンスの後半の部分における、図１４のパッケージの斜視図である。
【図１６】再閉鎖された後の図１５のパッケージの一部の斜視図である。
【図１７】図１２のパッケージを作成するための、再閉鎖機構およびダイカットを有する
平置きウェブの一部の平面図である。
【図１８】インターロックストリップの概略図である。
【図１９】パッケージを作成するためのＶＦＦＳプロセスおよび装置の立面図である。
【図２０Ａ】ＶＦＦＳまたは連続水平包装プロセスでパッケージを作成するための、離間
した第一および第二インターロックストリップを有する平置きフィルムのロールの斜視図
である。
【図２０Ｂ】別の実施形態による、ＶＦＦＳまたは連続水平包装プロセスでパッケージを
作成するための、離間した第一および第二インターロックストリップを有する平置きフィ
ルムのロールの斜視図である。
【図２１】パッケージを作成するための連続水平包装プロセスおよび装置の立面概略図で
ある。
【図２２】図２１の線２２－２２に沿って見た、図２１の装置の前端図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　定義
　本明細書において「固定された（ａｎｃｈｏｒｅｄ）」、「固定する（ａｎｃｈｏｒｉ
ｎｇ）」などは、２つの表面を互いに封止または接着することを指し、表面の間の結果的
な接合を指す。封止はシーラントによって行われる。接着は接着剤によって行われる。ス
トリップがウェブまたはサイドパネルに固定される、本明細書に説明されるプロセスにお
いて、ウェブおよびストリップが前進させられるプロセスの間、またはプロセスの開始前
にストリップがウェブに予め固定されているとき、固定は、いずれか適切な連続または不
連続封止または接着材料および方法を用いて、行われることが可能である。このような固
定は、関連する包装プロセスの間にウェブに対して、および完成パッケージに対して、ス
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トリップを保持するために行われる。固定が既に比較的強力または連続的である、たとえ
ば比較的強力なヒートシールまたは本明細書において定義されるような易開封性シールで
ある、いくつかの実施形態において、固定は、包装プロセスの間にストリップをウェブに
対して保持するためのみならず、ウェブ（平置きまたは折り畳み）またはウェブから作ら
れたパネルに対するストリップのその表面の最終シールとしても、機能する。ウェブまた
はパネルにストリップの表面のうちの１つ（すなわち、固定表面）を固定するプロセスに
おけるいずれの後続ステップも、これらの実施形態において固定ステップによって既に完
了しており、後続ステップにおける、たとえば固定の領域内のシールバーなど、封止装置
の接触は、ストリップのその表面に対するさらなるまたは個別のシールを提供しない。接
合が比較的弱いかまたは不連続的である、たとえば不連続シール、点状または細いストリ
ップ状の接着剤などである、いくつかの実施形態では、ウェブまたはパネルにストリップ
の表面のうちの１つを封止する後続ステップにおいて、ウェブまたはパネルにストリップ
の表面のうちの１つを封止するシールバーは、固定が既に設けられている領域内のウェブ
またはパネルと接触することができる。この領域内のシールは、後続の封止ステップによ
って補強されるか、または最初に形成されてもよい。本明細書において説明されるように
、表面に対するストリップの固定は、表面のすべて、または少なくとも一部に、ストリッ
プのすべて、または少なくとも一部を固定することとして理解されるべきである。
【００１３】
　本明細書において「閉ループ（ｃｌｏｓｅｄ　ｌｏｏｐ）」は、第一サイドパネルおよ
びガセット内の閉鎖パターンまたは経路を定義し、これにより経路内のウェブ材料（閉ル
ープダイカットセグメント）が部分的または全体的に除去可能となる、ダイカットを指す
。
【００１４】
　本明細書において「ダイカット（ｄｉｅ　ｃｕｔ）」などは、ロータリーダイ、スチー
ルルールダイ、プラテンダイ切断、およびレーザー切断または筋付けを含む、材料を切断
または筋付けする方法、ならびに結果的な切断および筋付けを指す。ダイカットは、関連
する層またはウェブを完全にまたは部分的に通って延在してもよく、場合により一定量の
材料を無傷のまま残してもよい。本明細書において「筋付け（ｓｃｏｒｅ）」などは、材
料、層、ウェブ、パネルなどの厚さを完全にではなく部分的に通って延在する、部分的ダ
イカットを指す。本発明における筋付けの目的は、最初に開封されるまでパッケージの完
全性を維持しながら、ダイカットセグメントの移動の最中に材料の制御された引裂または
分離を提供することである。カットの深さはパッケージごとに、および任意のパッケージ
上の単一のダイカットまたはダイカットセグメント内で、異なってもよい。
【００１５】
　本明細書において「ダイカットセグメント（ｄｉｅ－ｃｕｔ　ｓｅｇｍｅｎｔ）」は、
閉ループまたは開ループダイカットの存在により移動可能な第一サイドパネルならびに第
一および／または第二ガセットの一部を指す。ダイカットセグメントは、一片の第一サイ
ドパネルならびに第一および／または第二ガセットであり、移動したとき、いくつかの実
施形態において不正開封防止装置として機能することができ、パッケージの内部へのアク
セスを容易にする。
【００１６】
　本明細書において「移動させられた（ｄｉｓｐｌａｃｅｄ）」などはたとえば、パッケ
ージを開封してその内容物へのアクセスを提供できるように、元の位置から少なくとも部
分的に移動させられ、いくつかの実施形態ではパッケージから完全に取り外された、ダイ
カットセグメントを指す。
【００１７】
　本明細書において「易開封性（ｅａｓｙ－ｏｐｅｎ）」は、比較的容易に手で開封可能
なパッケージを指す。
【００１８】
　本明細書において「易開封性シール（ｅａｓｙ－ｏｐｅｎ　ｓｅａｌ）」は、パッケー
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ジが、接着不良、剥離不良、または粘着不良のうちのいずれか１つ以上を含む開封の物理
モードで易開封性となるように材料および封止条件が選択される、２つの表面に関わるシ
ールを指す。
【００１９】
　本明細書において「易開封性シーラント（ｅａｓｙ－ｏｐｅｎ　ｓｅａｌａｎｔ）」は
、このような表面が互いに封止されたときに、結果的なパッケージが、接着不良、剥離不
良、または粘着不良のうちのいずれか１つ以上を含む開封の物理モードで易開封性となる
ように、インターロックストリップおよびウェブの一方または両方の表面のために選択さ
れた材料を指す。
【００２０】
　本明細書においてインターロック表面に対する「係合（ｅｎｇａｇｅ）」などは、イン
ターロックストリップのインターロック表面の一部またはすべてが、別のインターロック
ストリップのインターロック表面の一部またはすべてに取り付けられることを、意味する
。
【００２１】
　本明細書において「露出した（ｅｘｐｏｓｅｄ）」は、パッケージの外側の外部環境に
曝されることを意味する。
【００２２】
　本明細書において「図（Ｆｉｇ．）」は図面を、「図（Ｆｉｇｓ．）」は複数の図面を
指す。
【００２３】
　「フィルム（ｆｉｌｍ）」は本明細書において、本発明に関連して使用されてもよい、
多層または単層の、熱可塑性フィルム、ラミネート、またはウェブを意味するために使用
される。フィルムは、たとえば０．１から３０ミルの間の、いずれの適切な厚さであって
もよい。
【００２４】
　「インターロックストリップ（ｉｎｔｅｒｌｏｃｋｉｎｇ　ｓｔｒｉｐ）」などは本明
細書において、何回も開封および再閉鎖可能なパッケージを提供するため、同じかまたは
異なる構造の、別のインターロックストリップと機械的に係合（インターロック）可能な
インターロック表面を有する、材料のストリップを指すために使用される。インターロッ
クストリップの例は、非限定的に、１）ＺＩＰＬＯＣ（ＴＭ）およびＺＩＰ－ＰＡＫ商標
に関連するもの、たとえば米国特許出願公開第２００３／０１０３６８７号明細書（Ｓｃ
ｈｎｅｉｄｅｒら）に開示されるものなど、ただしスライドジッパーを除くジッパー；２
）ＶＥＬＣＲＯ（ＴＭ）商標に関連するもの、たとえば米国特許出願公開第２００６／０
０６２４９６号明細書（Ｃｌｕｎｅら）に開示されるものなどの、インターロック交互フ
ック型クロージャ要素および面ファスナ；３）ＡＰＬＩＸ（ＴＭ）商標に関連するもの、
たとえば米国特許出願公開第２０１０／０１３５６００号明細書（Ｄｕｃａｕｃｈｕｉｓ
ら）および米国特許第７８４１０５２号明細書（Ｄｕｃａｕｃｈｕｉｓ）に開示されるも
の、およびＶＥＣＴＯＲ（登録商標）に関連するもの、たとえば米国特許第８６９００４
６号明細書（Ｐｌｏｕｒｄｅ）参照、などの、自己結合型ファスナ要素を採用するファス
ナ；４）たとえば米国特許第３７２７８２９号明細書（Ｈｕｎｉ）に示されるような、締
まりばめを利用するファスナ；を含み、これらすべての米国特許公報および特許は、その
全体が参照により本明細書に組み込まれる。本明細書において「インターロック表面（ｉ
ｎｔｅｒｌｏｃｋｉｎｇ　ｓｕｒｆａｃｅ）」は通常、三次元である。本発明のいくつか
の実施形態において、ダイカットセグメントが移動したとき、それぞれのインターロック
ストリップの各々のインターロック表面の一部のみが露出してもよいことは、理解される
だろう。同様に、本発明のいくつかの実施形態において、パッケージが再閉鎖されたとき
、露出したそれぞれのインターロック表面の一部のみが互いにインターロックしてもよい
。
【００２５】
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　本明細書において「縦シール（ｌｏｎｇｉｔｕｄｉｎａｌ　ｓｅａｌ）」は、フィンシ
ールまたはラップシールを指す。
【００２６】
　本明細書において「オレフィン（ｏｌｅｆｉｎｉｃ）」などは、少なくとも部分的にオ
レフィンモノマーに由来するポリマーまたはコポリマーを指す。
【００２７】
　本明細書において「開ループ（ｏｐｅｎ－ｌｏｏｐ）」は、第一サイドパネルおよびガ
セット内の開放パターンまたは経路を定義し、これにより経路またはパターン内のウェブ
材料（ダイカットセグメント）がパネル上の元の位置から移動可能となる、ダイカットを
指す。
【００２８】
　本明細書において「ポリマー（ｐｏｌｙｍｅｒ）」などは、ホモポリマー、ならびに、
ターポリマー、テトラポリマー、ブロックコポリマーなどを含むそのコポリマーも、意味
する。
【００２９】
　本明細書において「パウチ（ｐｏｕｃｈ）」はパウチまたは袋を意味する。
【００３０】
　本明細書において「予め固定された（ｐｒｅ－ａｎｃｈｏｒｅｄ）」は、関連プロセス
の開始前にインターロックストリップがウェブに固定されている実施形態を意味する。た
とえば、インターロックストリップはウェブの供給元によって平置きウェブに固定される
ことが可能であり、するとインターロックストリップがそこに固定された状態で巻かれた
ウェブは、本明細書に開示されるプロセスのいずれかにおいてウェブおよびストリップを
使用する包装業者に供給可能となる。
【００３１】
　本明細書において「再閉鎖可能（ｒｅｃｌｏｓａｂｌｅ）」は、第一インターロックス
トリップが第二インターロックストリップとインターロック係合させられるようにパッケ
ージを折り畳むことによってパッケージが再閉鎖可能となる、パッケージの特徴または機
能を指す。
【００３２】
　本明細書において「再閉鎖機構（ｒｅｃｌｏｓａｂｌｅ　ｍｅｃｈａｎｉｓｍ）」は、
各ストリップが第一および第二側縁と、第一および第二末端と、基部表面およびインター
ロック表面を有するインターロックセグメントと、を含む、第一および第二インターロッ
クストリップを指す。
【００３３】
　本明細書において「位置合わせ装置（Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ）」は
、個々のパッケージを作成するためにウェブまたはストリップが使用される包装機械の中
への、制御されたやり方でのウェブまたはストリップの前進を容易にする、ウェブまたは
インターロックストリップのいずれかの印、パターン、ダイカット、または特徴を指す。
これらの印は、ウェブまたはストリップを制御可能に前進させるために、適切なセンサと
関連して使用される。
【００３４】
　本明細書において「シール（ｓｅａｌ）」は、たとえばヒートシーリング、高周波（Ｒ
Ｆ）シーリング、超音波シーリング、接着剤など、またはこれらのモードのシーリングの
いずれかの組み合わせによって生み出されるような、２つの熱可塑性表面の間の接合を意
味する。本明細書に説明されるような、表面に対するストリップの封止は、表面のすべて
、または少なくとも一部に、ストリップのすべて、または少なくとも一部を封止すること
として、理解されるべきである。
【００３５】
　「シーラント（ｓｅｅａｌａｎｔ）」は、インターロックストリップ、および／または
ストリップが封止されるウェブの表面を形成し、２つの熱可塑性表面の間に接合を形成す
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ることが可能な、エチレンポリマーまたはコポリマーなどのオレフィンポリマーまたはコ
ポリマーなど、ポリマー材料または材料の混合物である。感圧接着剤などの恒久的または
再配置可能な接着剤もまた、シーラントになり得る。
【００３６】
　本明細書において「熱可塑性物質（ｔｈｅｒｍｏｐｌａｓｔｉｃ）」は、軟化点または
融点まで加熱されたときに、著しく熱劣化（燃焼）することなく再成形される、プラスチ
ック材料を含む。熱可塑性物質は、化学的または放射線手段によって架橋される材料およ
び架橋されない材料の両方を含む。
【００３７】
　「ウェブ（ｗｅｂ）」は本明細書において、本発明に関連して使用されてもよい、多層
または単層の、熱可塑性フィルム、ラミネート、またはウェブを意味するために使用され
る。ウェブは、たとえば０．１から３０ミルの間の、いずれの適切な厚さであってもよく
、ウェブはいずれの適切な長さおよび幅であってもよい。
【００３８】
　本明細書において「ジッパー（ｚｉｐｐｅｒ）」などは、プラスチックジッパークロー
ジャまたは押し閉めジッパー、インターロッククロージャ、インターロック式ファスナ要
素を有する再閉鎖可能ファスナ、オスおよびメス形状を有するインターロックリブおよび
溝要素、インターロック交互フック状クロージャ、などを指す。
【００３９】
　本明細書において使用されるすべての組成率は、別途指定されない限り「重量」ベース
で表示される。
【００４０】
　本明細書の図面は必ずしも縮尺通りではなく、本発明の特定の特徴は、明確さのため視
覚的に誇張されている場合がある。
【００４１】
　発明の詳細な説明
　図面を参照すると、本発明によるパッケージ５が示されている。パッケージ５は、たと
えばその内容がすべて参照により本明細書に組み込まれる、米国特許第８７２７６２１号
明細書（Ｏｗｅｎｓｂｙら）に開示されるものなど、いずれか適切な組成の熱可塑性材料
を備える１つまたは複数の平置きウェブから作成可能なパウチ７を含む。例としては、た
とえばポリエチレンまたはエチレン／アルファオレフィンコポリマーなど、エチレンまた
はプロピレンポリマーまたはコポリマーなどのオレフィン系物質；またはポリエチレンテ
レフタレート（ＰＥＴ）を、少なくとも１つの成分として有するウェブが挙げられる。ウ
ェブは、単層または多層の構造であってもよく、共押出、積層、またはいずれか適切なフ
ィルム作成プロセスによって作成されることが可能である。
【００４２】
　第一および第二サイドパネル１２および１４は、それぞれ第一および第二ガセット１９
および２０によってそれぞれの第一および第二側縁に沿って互いに接合される。ガセット
１９および２０は、たとえば前および後パネルを形成することになる平置きウェブのセグ
メントと一体になった別の平置きウェブのセグメントからなど、いずれか従来の方法で形
成されることが可能である。
【００４３】
　選択的に、リブシール３０が第一パネル１２との第一ガセット１９の接続を画定し、リ
ブシール３６が第二パネル１４との第一ガセット１９の接続を画定し、リブシール３２が
第一パネル１２との第二ガセット２０の接続を画定し、リブシール３８が第二パネル１４
との第二ガセット２０の接続を画定するように、パウチの第一および第二辺上にリブシー
ルが形成可能である。
【００４４】
　パッケージの上部は、上前部分９と、上後部分１１と、第一サイドパネル１２の第一末
端１５および第二サイドパネル１４の第一末端１６を含むヒートシールまたは折り畳みで
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あってもよい第一末端３９と、を含む。パッケージの下部は、下前部分１７と、下後部分
１８と、ヒートシールまたは折り畳みであってもよい第二末端３４と、を含む。
【００４５】
　パッケージ５はまた、第一および第二インターロックストリップ１０および１３もそれ
ぞれ含む。図１８を参照すると、ストリップ１０および１３は、基部２６１と、基部表面
２５１と、インターロック表面２５２とを有する、ストリップのインターロックセグメン
ト「Ｄ」を含む。表面２５２は、たとえば第二インターロックストリップ上に設けられた
ループ状の特徴の補完領域、またはその逆を、備えることができる。あるいは、米国特許
出願公開第２０１０／０１３５６００号明細書に開示されるような、１組のキノコ型また
はＴ字型特徴、または自己結合特徴、またはより広範な、いずれか適切なインターロック
機構が、採用可能である。インターロックセグメント「Ｄ」の表面２５２は、基部表面２
５１に取り付け、埋め込み、または別途接続され、あるいはインターロックセグメント「
Ｄ」またはストリップ１０の、たとえば成型されたまたは押出成形された部品など、一体
部品として含まれている。
【００４６】
　ストリップ１０は選択的に、領域ＳＬによって示される第一スカートセグメントおよび
／または領域ＳＲによって示される第二スカートセグメントを含むことができる。これら
のスカートセグメントは、ストリップ１０の製造において有用であるかも知れず、またス
トリップ１０をウェブに固定するのにも有用であるかも知れない。スカートセグメントＳ

Ｌは、基部２６３、基部表面２５３、および第二表面２５４とともに示されている。スカ
ートセグメントＳＲは、基部２６５、基部表面２５５、および第二表面２５６とともに示
されている。あるいはストリップ１０は、インターロックセグメント「Ｄ」がその辺の一
部またはすべてをスカートセグメントと接するように、追加のまたは代わりのスカートセ
グメントを含むことができる。スカートセグメントはいくつかの実施形態において、スト
リップの長さに沿って中間位置に設けられることが可能であり、たとえば図１０Ａに示さ
れるように、たとえば２つのインターロックセグメントの横に位置してもよい。
【００４７】
　ストリップ１３は、第一インターロックストリップ１０のように構成されることが可能
であり、あるいは、パッケージが最初に開封された後にパッケージを再閉鎖するためにス
トリップ１０とインターロック係合させられることが可能であれば、いずれか適切な代替
構造であってもよい。
【００４８】
　一実施形態において（たとえば図１、図２、図７Ａ、図７Ｂ、および図１１参照）、第
一サイドパネル１２および第一ガセット１９は、ダイカットセグメント５６を画定するダ
イカット２１を含む。比較的強力なシールを有する固定領域「Ｂ」において、ストリップ
１０の第一部分は第一サイドパネル１２の内側表面２７に固定され、ストリップ１０の第
二部分は第一ガセット１９の内側表面に固定される。選択的に、ストリップ１０の他の部
分は、易開封性ヒートシールを用いて、内側表面２７、および第一ガセット１９の内側表
面に、封止される。ストリップ１３は、比較的強力なシールを有する固定領域「Ａ」にお
いて、第一サイドパネル１２の内側表面２７に（図６Ａ参照）、または第二サイドパネル
１４の内側表面２９に（図６Ｂ参照）、固定される。パッケージは、図１１に示されるも
のなど、平置きウェブ４１から作成されることが可能である。ウェブは、そこに取り付け
られるストリップ１０および１３と、ダイカットセグメント５６を形成するダイカット２
１と、を含む。ストリップ１０はストリップ１３よりも長く、図１１において左に伸びる
ストリップ１０のセグメント、すなわち第一縦縁６１から最も遠い部分（図２０Ａも参照
）は、完成した袋において、第一ガセット１９の前ガセットパネル２６および後ガセット
パネル２８の内側表面に固定されるセグメントとなる。インターロック表面を含まないか
、若しくはたとえば除去された、または加熱および圧縮された、または別途動作不能にさ
れたインターロック表面を含むストリップの領域である、クリア領域２２は、リブシール
３０および３６の生産に適しており、これに適合する。
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【００４９】
　別の実施形態において（特に図１２から図１７参照）、第一サイドパネル１２ならびに
第一および第二ガセット１９および２０は、ダイカットセグメント５６を画定するダイカ
ット２１を含む。比較的強力なシールを有する固定領域「Ｂ」において、ストリップ１０
の第一部分は第一サイドパネル１２の内側表面２７に固定され、ストリップ１０の第二お
よび第三部分は第一および第二ガセット１９、２０の内側表面にそれぞれ固定される。選
択的に、ストリップ１０の固定部分は、易開封性ヒートシールを用いて、内側表面２７、
および／またはガセット１９および２０の一方または両方の内側表面に、封止される。ス
トリップ１３は、比較的強力なシールを有する固定領域「Ａ」において、第一サイドパネ
ル１２の内側表面２７に、または第二サイドパネル１４の内側表面２９に、固定される。
パッケージは、図１７に示されるものなど、平置きウェブ４１から作成されることが可能
である。ウェブは、そこに取り付けられるストリップ１０および１３と、ダイカットセグ
メント５６を画定するダイカット２１と、を含む。ストリップ１０はストリップ１３より
も長く、図１７において左右に伸びるストリップ１０のセグメント、すなわち第一縦縁６
１から最も遠く最も近い部分（図２０Ｂも参照）は、完成した袋において、第一ガセット
１９の前ガセットパネル２６および後ガセットパネル２８の内側表面に、ならびに第二ガ
セット２０の前ガセットパネル３５および後ガセットパネル３７の内側表面に、それぞれ
固定されるセグメントとなる。クリア領域２２は、リブシール３０および３６、ならびに
リブシール３２および３８の生産に適しており、これに適合する。
【００５０】
　ストリップ１０および１３のインターロック表面は通常、ストリップ１０および１３が
互いに略平行に位置し、開封後に、第二ストリップ１３のインターロック表面がパッケー
ジを再閉鎖するために第一ストリップ１０の第一部分のインターロック表面と係合させら
れることが可能なようにパッケージが折り畳み可能となる程度にストリップ１０および１
３のインターロック表面が互いに離間した状態で、パッケージの第一および第二末端から
離間している。
【００５１】
　本発明は、ダイカットセグメントが移動してパッケージが開封されたときに、
　・製品が第一および第二インターロックストリップの間でアクセス可能であり、
　・第一および第二インターロックストリップの各々のインターロック表面が少なくとも
部分的に露出している、
　という事実を特徴とする。
【００５２】
　本発明は、ダイカットセグメントが除去されたとき、パッケージはその後、第一インタ
ーロックストリップの第二部分のインターロック表面をパッケージ自身と係合させ、パッ
ケージを折り畳み、第二インターロックストリップのインターロック表面を第一インター
ロックストリップの第一部分のインターロック表面と係合させることによって、再閉鎖可
能であるという事実を特徴とする。
【００５３】
　本発明の実施形態の各々のその他の特徴は：
　・パッケージが最初に開封される前に、第一および第二インターロックストリップのイ
ンターロック表面は露出されていない。
【００５４】
　・第二インターロックストリップの、および第一インターロックストリップの第一部分
の、インターロック表面は、パッケージが最初に開封され、その後再閉鎖されるまで、係
合させられない。
【００５５】
　・第一インターロックストリップのインターロック表面は、第二インターロックストリ
ップのインターロック表面よりもパッケージの第一末端から離れている。
【００５６】
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　・第一インターロックストリップは第二インターロックストリップよりも長い。
【００５７】
　易開封性シールが存在する実施形態において、ダイカットを移動させることで通常は易
開封性シールを破り、または２つ以上の易開封性シールが存在する場合、易開封性シール
のうちの少なくとも１つを破り、パッケージを開封して、パッケージ内容物へのアクセス
を提供する。
【００５８】
　上記パラメータの範囲内で、ストリップ１０および１３はいずれの適切な寸法および形
状であってもよく、通常は熱可塑性であり、通常は幅よりも長さの方が長く、ストリップ
１０の長さはたとえばストリップの幅の２倍より大きく、たとえば幅の３、４、または５
倍であってもよい。ストリップの一般的な寸法は約０．２５インチから１．５インチの幅
であり、長さについては、図１１Ｂに示される実施形態のストリップ１０では約９インチ
、図１７に示される実施形態のストリップ１０では約１２インチであり；いずれの実施形
態でもストリップ１３では約６インチである。ストリップは、パウチおよびパッケージよ
りも少なくとも１つの寸法が短くなる。ストリップは各々、いずれの適切な厚さであって
もよく、たとえば２０から８０ミルの間、３０から７０ミルの間、またはその間の厚さな
ど、１０から１００ミルの間の厚さを有することができる。
【００５９】
　ストリップ１０および１３の表面のうちの１つ以上はシーラントを備える。一実施形態
において、ストリップ１０のスカートセグメントＳＬの第二表面２５４は第一サイドパネ
ル１２の内側表面２７に固定され、ストリップ１３の表面２５１、２５３、および／また
は２５５は第二サイドパネル１４の内側表面２９に固定されている。この配置において、
選択的にスカートセグメントＳＲの第二表面２５６は易開封性シールを用いて第一サイド
パネル１２の内側表面２７に封止される。いくつかの実施形態において、第一および第二
ストリップ１０および１３は、それぞれパッケージの第一および第二側縁のみに沿って、
第一および第二サイドパネル１２、１４の内側表面２７および２９に封止される。別の実
施形態において、ストリップは、パッケージの一部に沿って、またはその全幅に沿って、
パッケージのそれぞれの内側表面に封止される。ストリップ内の様々なスカートセグメン
トは、たとえば元々の未開封パッケージの密封性の必要性に応じて、易開封性シールおよ
び比較的強力なシールを有することができる。
【００６０】
　ストリップ１０および１３（ならびに本明細書内でさらに論じられるストリップ７４、
７５および７７４、７７５）は自己結合可能であり、その場合、パッケージの閉鎖時にこ
れらと係合するように構成された第一および第二ガセット上に設けられたセグメントを含
む、同じインターロックタイプが両方のストリップに使用可能である。あるいは、ストリ
ップ１０および１３は、パッケージが再閉鎖されたときにストリップ１０の第一部分がス
トリップ１３と係合可能であれば、インターロック表面の性質において類似であってもよ
い。同様に、パッケージのガセット領域の各々において、自己結合または非自己結合スト
リップ材料が使用可能であり、各ガセットにおいてパッケージの閉鎖時にストリップセグ
メントがこれらに係合可能であれば、たとえばストリップ１０、７４、７７４の主要部分
に接続しない、個別のセグメントとして平置きウェブに適用されることが可能である。
【００６１】
　本明細書に開示されるプロセスによって、製品２４がパウチ７内に載置され、パウチ７
が閉鎖されると、パッケージ５が作成される。
【００６２】
　操作方法
　本発明のパッケージは、ダイカットセグメント５６を移動させることによって、容易に
マニュアルで開封可能である。
【００６３】
　一実施形態において（図７Ａおよび図７Ｂ参照）、ダイカット２１が第一サイドパネル
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１２を通じて完全に延在する（すなわち、スルーカット）、ダイカットセグメント５６の
上部分は、パッケージの上部領域内にあって、図２で見るとパッケージの前の左側に向か
って設けられている、開封タブ２３を画定する。タブ２３は、サイドパネル１２および第
一ガセット１９からのダイカットセグメント５６の移動を開始および伝播するために、握
持されてパッケージの面を横方向に横断して引かれることが可能である。第一サイドパネ
ル内、ならびに第一ガセット１９内の、ダイカットセグメント５６の別の部分は、第一サ
イドパネルおよび第一ガセットを部分的に通って延在するダイカット２１（すなわち、筋
）の一部から画定される。ダイカットセグメント５６の十分な移動が完了すると、パッケ
ージは開封され、収容された製品２４がアクセス可能となる。第一サイドパネル１２は開
口部２５において握持されてユーザに向かって、すなわち第二パネル１４から離れる方へ
引かれるので、この実施形態の利点は、製品の開封およびアクセスは一般的にユーザに向
かう第一サイドパネル１２の移動ならびに第一ガセット１９の前ガセットパネル２６およ
び後ガセットパネル２８の拡大または伸展の両方を伴うため、作り出されたアクセス可能
な開口部２５が比較的大きいことである。所望の量の製品が取り出された後、パッケージ
は、（パッケージの開封の間にまだ行われていなければ）ダイカットセグメントを除去し
、ストリップ１０の第二部分のインターロック表面（（すなわち、前後ガセットパネル２
６、２８上に設けられた部分）をパッケージ自身と係合させ、パッケージを折り畳み（図
９参照）、ストリップ１３のインターロック表面をストリップ１０の第一部分のインター
ロック表面（すなわち、サイドパネル１２上に設けられた部分）と係合させることによっ
て、再閉鎖可能である。先のステップに関して、２つのガセットパネル２６および２８に
取り付けられた、ストリップ１０の第二部分の２つの部分は、その上で閉じられたストリ
ップ１０を圧迫するように、ストリップ１０の第二部分が位置するパッケージの領域内の
第一および第二ガセットパネルの両方に対して圧力を加えることによって、押し合わせら
れる。
【００６４】
　この実施形態は、第一サイドパネル１２の上部左側にあるタブ２３と、第一サイドパネ
ルおよび第一ガセット１９のダイカットセグメントを用いて説明されてきた。代わりに、
タブ２３はパッケージの前側の右上に向かって設けられることも可能であり、ダイカット
セグメントは第一サイドパネルおよび第二ガセット２０内にあって、ストリップ１０の第
二部分を前後ガセットパネル３５、３７上に設けられた部分とすることも可能であるが、
しかし動作の基本原理は、必要な変更を加えても、同じである。
【００６５】
　別の実施形態において（図１４および図１５参照）、ダイカット２１が第一サイドパネ
ル１２を通じて完全に延在するダイカットセグメント５６の上部分は、パッケージの中央
上部領域内の開封タブ２３を画定する。タブ２３は、サイドパネル１２ならびにガセット
１９および２０からのダイカットセグメント５６の移動を開始および伝播するために、握
持されてユーザに向かって、すなわちパッケージの平面から離れる方へ、引かれることが
可能である。第一サイドパネル内、ならびにガセット１９、２０内の、ダイカットセグメ
ント５６の固定部分は、第一サイドパネルならびに第一および第二ガセットを部分的に通
って延在するダイカット２１の一部から画定される。ダイカットセグメント５６の十分な
移動が完了すると、パッケージは開封され、収容された製品２４がアクセス可能となる。
第一サイドパネル１２はユーザに向かって引かれるので、この実施形態の利点は、製品の
開封およびアクセスは一般的に、ユーザに向かう第一サイドパネル１２の移動と、第一ガ
セット１９の前ガセットパネル２６および後ガセットパネル２８ならびに第二ガセット２
０の前ガセットパネル３５および後ガセットパネル３７の両方の移動と、の両方を伴うた
め、作り出されたアクセス可能な開口部２５が比較的大きいことである。所望の量の製品
が取り出された後、パッケージは、（パッケージの開封の間にまだ行われていなければ）
ダイカットセグメントを除去し、ストリップ１０の第二部分のインターロック表面（（す
なわち、前後ガセットパネル２６、２８上に設けられた部分）をパッケージ自身と係合さ
せ；ストリップ１０の第三部分のインターロック表面（（すなわち、前後ガセットパネル
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３５、３７上に設けられた部分）をパッケージ自身と係合させ；パッケージを折り畳み（
図１６参照）；ストリップ１３のインターロック表面をストリップ１０の第一部分のイン
ターロック表面（すなわち、サイドパネル１２上に設けられた部分）と係合させることに
よって、再閉鎖可能である。
【００６６】
　これら実施形態のいずれにおいても、パッケージは数回にわたって再開封および再閉鎖
可能である。
【００６７】
　ストリップ１０は、比較的強力な固定シールを有する固定領域「Ｂ」において、第一サ
イドパネル１２の内側表面２７、ならびに第一ガセット１９および／または第二ガセット
２０の内側表面に、固定される。ストリップ１３は、比較的強力な固定シールを有する固
定領域「Ａ」において、第一サイドパネル１２の内側表面２７に（図６Ａ参照）、または
第二サイドパネル１４の内側表面２９に（図６Ｂ参照）、固定される。固定シールは、パ
ッケージの開封および再閉鎖の間にストリップ１０および１３がパッケージの関連部分に
取り付けられたままとなることを保証する。
【００６８】
　選択的に、パッケージの第一末端に最も近いストリップ１０の末端を第一サイドパネル
１２の内側表面に；第二ストリップ１３に；または第二サイドパネル１４の内側表面に封
止するために、いずれか適切な幾何形状の易開封性シールが使用可能である。易開封性シ
ールは、パッケージ内のいずれの適切な箇所にも設置可能であり、パッケージの外部から
の酸素が未開封パッケージに、たとえばダイカットを通じて侵入する可能性を低減するの
に役立ち、またパッケージが封止される前にパウチに製品を充填するのを容易にする。易
開封性シールは、ストリップ１０および１３のいずれか、あるいは第一または第二サイド
パネルの内側表面の、表面上に載置された易開封性シーラントの使用によって、またはこ
れらの表層を形成することによって、作成可能である。あるいは、易開封機能を有する個
別のフィルムが、第一サイドパネルの内側表面をパッケージの第一末端に最も近いストリ
ップ１０の末端に、第二ストリップ１３に、または第二サイドパネルの内側表面に取り付
けるために、その間などパッケージ内のいずれか適切な箇所に設置されることが可能であ
る。易開封性シールが存在するところでは、たとえばａ）２つの表面が各々、表面が互い
に封止されたときに、パッケージをマニュアルで開封すると分離する界面を提供する易開
封性シールを形成する、組成を備える接着不良；ｂ）材料の層の間の層間結合が破れる場
合があり得、パッケージをマニュアルで開封すると分離する界面を提供する、剥離不良；
およびｃ）パッケージが開封されたときにフィルムなどの材料の層が砕ける、粘着不良な
ど、この機能性および特徴を維持するためのいずれか適切な機構が使用可能である。
【００６９】
　パッケージを作成する方法
　Ａ．垂直成形充填封止（ＶＦＦＳ）
　図１９は、本発明のいくつかの実施形態によるＶＦＦＳ装置およびプロセスを示す。Ｖ
ＦＦＳ包装システムは一般的に知られており、たとえば、いずれも参照によりその全体が
本明細書に組み込まれる、米国特許第４５８９２４７号明細書（Ｔｓｕｒｕｔａら）およ
び米国特許第４８０８０１０号明細書（Ｖｏｇａｎ）に記載されている。
【００７０】
　装置４０は、平置きウェブ４１をロールストックとして利用する。ウェブ４１は、所定
のパターンで作成されたダイカットを含む（たとえば、図１１、図１７、図２０Ａ、およ
び図２０Ｂ参照）。製品４２は装置４０にマニュアルでまたは機械的に供給され、そこか
ら所定量の製品４２が、じょうご４３を介して成形管４４の上端部分、またはその他従来
の手段に到達する。パッケージは装置４０の下部分で形成され、ウェブ４１は、供給ロー
ル５１から垂直上方に供給され、成形バー（図示せず）の上方で、成形管４４の周りに巻
き付けられ、縦ヒートシール装置４６によって縦フィンシールまたはラップシール４７が
提供されて、管４８の形態の垂直配向折り畳みウェブをもたらす。横ヒートシールバー４
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５は、後に製品２４が詰められるパウチ４９を形成するために、垂直封止管４８の下端を
水平に通って閉鎖および封止する。ローラまたは適切な代替動力手段によって動力供給お
よび案内されるフィルム駆動ベルト５２は、管４８およびパウチ４９を所定距離だけ垂直
方向下方に前進させ、その後シールバー４５はパッケージを形成するために、垂直封止管
４８の下端および封止パウチ４９の上端を水平に通って閉鎖および同時に封止する。する
と次のパウチ５０が製品４２で充填されて前進させられ、このサイクルが繰り返される。
シールバー４５と一体になった切断ナイフ（図示せず）は、上流パウチ５０の底部から下
部封止パウチ４９を切り離す。
【００７１】
　それぞれストリップ１０および１３に関連するインターロックストリップ７４および７
５（図２０Ａおよび図２０Ｂ）は、ＶＦＦＳ包装プロセスの開始に先立って、既に平置き
ウェブ上に設置されている。これは、たとえば供給ロール５１の供給元によって、処理装
置から離れた場所で実現されることが可能である。ストリップ７４および７５は、ストリ
ップ間、ストリップの各対の間、およびウェブの第一および第二縦縁の間で所定の間隔を
保って、第一および第二縦縁６１および６２に対して直角なウェブ４１上に設けられてい
る。図２０Ａにおけるストリップ７４および７５の配置は、図１および図１１に開示され
る第一の実施形態に対応し；図２０Ｂにおけるストリップ７４および７５の配置は、図１
２および図１７に開示される第二の実施形態に対応する。
【００７２】
　あるいは、ストリップ７４および７５は、ウェブ４１が成形管４４の周りに巻き付けら
れる前または巻き付けられるときに、包装プロセスの間にウェブ上に供給され、選択的に
ウェブに取り付けられることが可能である。
【００７３】
　ストリップ７４および７５はいずれも、図２０Ａおよび図２０Ｂで見たときに、基部表
面２５１がウェブ４１の上面に対向するように、配向される。
【００７４】
　いくつかの実施形態において、ウェブおよびストリップのうちの少なくとも１つは、位
置合わせ装置を担持する。
【００７５】
　縦シール４７を作成するステップの前または最中のいずれかの時点で、ストリップ７４
および７５は平置きウェブまたは折り畳みウェブに固定される。これはたとえば、ウェブ
を処理装置に供給する前に、平置きウェブが形成装置まで前進させられる前または前進さ
せられるときに、あるいは縦シールを作成するステップの前または最中に、平置きウェブ
上で行われることが可能である。
【００７６】
　Ｂ．連続水平包装
　別の実施形態において、図２１および図２２を参照すると、本発明のパッケージは、パ
ンおよびその他の製品を包装するために使用され、フローラップ、フローラップまたはフ
ローラッピング装置またはシステムとして知られていることもあり、Ｉｌａｐａｋ、ＵＬ
ＭＡ、およびＢｏｓｃｈなどの製造業者／供給元から入手可能なものなどの、連続ＨＦＦ
Ｓプロセスおよび装置を用いて作成されることが可能である。
【００７７】
　図２１は、このようなプロセスおよび装置７００を示すが、しかしそれぞれストリップ
１０、１３および７４、７５と類似のインターロックストリップ７７４および７７５が、
パッケージ内に設置されている。図２０Ａおよび図２０Ｂに示されるように、ウェブの供
給元によってストリップ７７４および７７５が予め施されている平置きウェブ７０２は、
ロール７０４から引き出されて形成装置７１０まで前進させられる。これが行われると、
一連の製品７０６がコンベヤ７０８に沿って形成装置７１０まで前進させられる。ウェブ
７０２は、形成装置７１０によって折り畳みウェブ７１２に形成される。この折り畳みウ
ェブは、ＶＦＦＳ実施形態に関連して先に説明された折り畳みウェブと似ているが、しか



(20) JP 2017-517456 A 2017.6.29

10

20

30

40

し略水平配向である。折り畳みウェブ７１２は製品７０６の周りに巻き付く。形成装置７
１０の一部であってもよい縦封止装置は、折り畳みウェブの底部または上部で、あるいは
その辺に沿ってまたは辺の付近で、（ＶＦＦＳ実施形態に関連して先に開示されたタイプ
の）ラップまたはフィンシールを形成する。ラップまたはフィンシールは一般的にヒート
シールである。代案としては、ラップまたはフィンシールを作り出すために別の封止装置
７１４を有することである。製品は、形成装置７１０および封止装置７１４から、折り畳
みウェブが隣り合う製品の間の折り畳みウェブの領域で横方向に封止される横封止装置７
１６まで、下流に移動する。このようなシールは一般的にヒートシールである。製品は横
封止装置７１６から切断装置７１８ａ、７１８ｂまで前進させられ、そこで、個々のパッ
ケージ７２０が作り出されるように、隣り合う製品の間、横シール内またはその付近の折
り畳みウェブの領域で、成形されて縦または横方向に封止された折り畳みウェブが切り離
される。あるいは、横封止装置７１６の封止機能ならびに切断装置７１８ａおよび７１８
ｂの切断機能は、単一のステーションにおいて組み合わせられることが可能である。
【００７８】
　ウェブ７０２ならびにインターロックストリップ７７４および７７５は、本明細書にお
いて開示されるものなど、いずれの適切な寸法および組成であってもよい。図２２は、ウ
ェブ７０２の移動方向に対して直角に配置されたストリップ７７４、７７５を示す。結果
的に得られるパッケージは第一インターロックストリップ７７４および第二インターロッ
クストリップ７７５を有し、いずれのストリップも、縦シールを作成するステップの前ま
たは最中のいずれかの時点で、平置きウェブまたは成形ウェブに固定されることが可能で
ある。ストリップ７７４および７７５は各々、その基部表面２５１がウェブ７０６に対向
するように、ウェブ７０６上で配向される。
【００７９】
　ウェブにダイカットを作成する方法
　第一サイドパネル１２ならびに第一および／または第二ガセット１９および２０を作成
するために使用されるウェブ内にダイカット２１を作り出すために、従来のダイカッター
が使用可能である。ダイカットは、いずれの適切な従来のプロセスおよび機器によって作
成されることも可能である。包装された製品が、ダイカットによって画定されたダイカッ
トセグメントの移動によってアクセス可能となる、易開封パッケージを提供する機能に役
立つ限りにおいて、ダイカットのいずれか適切なパターンも使用可能である。代替パター
ンは、長円形、楕円形、三角形、四角形、砂時計、「ドッグボーン」、およびその他の規
則的および不規則的形状を、含む。ダイカットは、ウェブを通じて異なる厚さで延在する
ことができる。レーザーシステムは、部分的または完全にウェブを切断するレーザーカッ
トを作り出すように構成されることが可能であり、あるいは、回転式刻印ダイ、または往
復プレスで使用されるようなプラテン内で支持されるスチールルールダイを用いる機械的
切断システムを使用して、ダイカットが作成されることが可能である。
【００８０】
　ウェブ上のインターロックストリップの適用、ウェブのダイカット、ならびにダイカッ
トウェブおよびインターロックストリップを組み込んだパッケージの組み立ては、単一の
箇所で行われてもよく、あるいはたとえば予め提供されたインターロックストリップおよ
びどこか別の場所で用意されて包装プロセスに先立って提供されたダイカットウェブを用
いて、包装業者によってパッケージを組み立てて、別々の箇所で行われることも可能であ
る。
【００８１】
　パッケージ例
　例１．パッケージは、垂直成形充填封止システム内で、図１に示されて本明細書に説明
される実施形態にしたがって、作成される。樹脂は表１に指定されている。
【００８２】
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【表１】

【００８３】
　ＡＢ１は、約８１％の線形低密度ポリエチレン、および約１９％のブロッキング防止剤
（珪藻土）を有する、マスターバッチである。
【００８４】
　ＡＤ１は、ポリマー接着剤（結合層材料）の役割を果たす、無水マレイン酸修飾ＬＬＤ
ＰＥである。
【００８５】
　ＡＤ２は、ポリマー接着剤（結合層材料）の役割を果たす、無水マレイン酸修飾ＥＶＡ
である。
【００８６】
　ＥＶ１は、コポリマーの重量の１０％未満の酢酸ビニル含有量を有する、エチレン／酢
酸ビニルコポリマーである。
【００８７】
　ＯＢ１は、約３８モル％のエチレンを有するＥＶＯＨである。
【００８８】
　ＰＥ１は、約０．９０３５グラム／立方センチメートルの密度を有する、分岐されてシ
ングルサイト触媒されたエチレン／オクテンコポリマーである。
【００８９】
　ＰＥ２はＬＤＰＥである。
【００９０】
　ＰＥ３はＬＤＰＥである。
【００９１】
　ＰＥ４は、６５％のＡＤ２および３５％のＰＥ３の乾燥／ペレット配合物である。
【００９２】
　ＰＥ５は、約０．９１２０グラム／立方センチメートルの密度を有する、線形のシング
ルサイト触媒されたエチレン／ヘキセンコポリマーである。
【００９３】
　ＰＥ６は、全組成物の重量に対して０．０１％から１００％の間のＰＥ５、および全組
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成物の重量に対して１００％から０．０１％の間のＥＶ１の、配合物である。
【００９４】
　第一および第二サイドパネル１２および１４、ならびに第一および第二ガセット１９お
よび２０はそれぞれ、以下の構造を有するラミネートである、Ｈ７５３０Ｂを備える：
【００９５】
【表２】

【００９６】
　ここでＰＥＴは二軸配向ポリエステルフィルムであり、共押出遮蔽フィルムは以下の構
造を有する：
【００９７】

【表３】

【００９８】
　共押出遮蔽フィルムの全体的な厚さは約２．５０ミルである。各層のミル単位の層寸法
は、各層の下に示されている。層７は、接着剤によってＰＥＴフィルムに接着された遮蔽
フィルムの層である。層１はフィルムのヒートシーラント層であり、層１のＥＡＯ（ＰＥ
１）は、収容された製品に対向する、パッケージの内側表面またはシーラント表面を形成
し、ＰＥＴはパッケージの外側表面または表皮面を形成する。ＰＥＴフィルムの厚さは約
０．４８ミルである。ラミネートの全体的な厚さは約３．０ミルである。
【００９９】
　層７の組成の代替は、
　・９６％ＰＥ２＋４％ＡＢ１、
　・１００％ＰＥ２、
　・７６％ＰＥ２＋２０％ＰＥ６＋４％ＡＢ１、
を含む、様々な材料の組み合わせを含む。
【０１００】
　パッケージのインターロックストリップ１０および１３はこの例において、ＩＴＷより
入手可能なＶＥＣＴＯＲ（ＴＭ）クロージャシステムに由来する自己結合要素を有するス
トリップである。
【０１０１】
　パッケージが作成される前に、ストリップ１０および１３はＨ７５３０Ｂウェブに（具
体的には、Ｈ７５３０Ｂラミネートの共押出遮蔽フィルムの層１に）固定され、その間、
後者は平置き状態にある。ダイカットは、ウェブにストリップを適用する前にＣＯ２レー
ザーによってウェブ内に作成され；ダイカットセグメントを画定するダイカットは、図１
に示されるようなパッケージをもたらすように位置決めされる。
【０１０２】
　例２．例１のものと似たパッケージが、垂直成形充填封止システム内で、図１２に示さ
れて本明細書に説明される実施形態にしたがって、作成される。
【０１０３】
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　例３．例１のものと似たパッケージが、連続水平包装システム内で、図１に示されて本
明細書に説明される実施形態にしたがって、作成される。
【０１０４】
　例４．例１のものと似たパッケージが、連続水平包装システム内で、図１２に示されて
本明細書に説明される実施形態にしたがって、作成される。
【０１０５】
　本発明の開示される態様および実施形態のいずれについても、第二インターロックスト
リップは、第一または第二サイドパネルの一方または両方の内側表面に固定されることが
可能である。第一および第二ストリップの両方を第一サイドパネルに固定する方が、第一
ストリップを第一サイドパネルに、および第二ストリップを第二サイドパネルに固定する
よりも容易であるが、しかし場合により、パッケージの内容物が、第二ストリップとパッ
ケージの第一末端との間の領域内に閉じ込められる可能性がある。第一ストリップを第一
サイドパネルに、および第二ストリップを第二サイドパネルに固定することで、この閉じ
込め問題を回避できるが、しかし製品を保持するために利用可能なパッケージの内部容量
をある程度減少させることになる。
【０１０６】
　すべての割合およびパーセンテージは、別途明示されるかまたは当該技術分野において
十分に理解されていない限り、重量を基準とする。
【０１０７】
　ポリエステル、ポリアミド、およびポリオレフィンなどのポリマーを指す用語は本明細
書において、別途指定されない限り、ホモポリマーおよびそのコポリマーの両方を指す。
【０１０８】
　図中、材料の流れは矢印の方向である。
【０１０９】
　本明細書の図面は必ずしも縮尺通りではなく、本発明の特定の特徴は、明確さのために
図において誇張されている場合がある。
【０１１０】
　本発明によるパッケージの製造に使用される１つまたは複数のウェブ、ならびにインタ
ーロックストリップはいずれも、共押出、押出コーティング、押出積層、およびポリウレ
タンまたはその他の接着剤を用いるその他従来の積層を含む、いずれか適切なプロセスに
よって作成可能である。押出は、環状またはフラットダイで行われることが可能である。
押出成形品は、熱間ブローまたは鋳造されることが可能であり、選択的に、望み通りに配
向された固体であってもよい。ウェブの１つ以上の層の化学または電気架橋が行われるこ
とも可能である。ウェブおよびストリップはいずれも、それぞれのロールから適切な動力
手段（図示せず、モータなど当該技術分野において周知のもの）によって前進させられる
ことが可能である。
【０１１１】
　本発明によるパッケージは選択的に、印刷された印を担持することができ、これは修飾
的または情報的な性質であってもよい。修飾的な印刷された印は、文字および／または画
像のロゴ、商標、製品情報などを含むことができる。印刷された印は、たとえば「開けや
すい」、「ここから開封」、などのメッセージの形態であってもよい。これは、パッケー
ジの第一末端上またはその付近に、離散プロセスで行われることが可能であり（すなわち
、位置合わせは必要とされない）、表面印刷または裏印刷されることが可能である。
【０１１２】
　いくつかの実施形態において、ストリップがウェブ上に配置されるとき、機器上での処
理に先立って、または処理のとき、処理の前に、ストリップを平置きウェブに接着するこ
とが有用であろう。処理中にストリップがウェブ上の自身の位置を維持することを保証す
るためにストリップをウェブに封止するため、永久接着剤またはヒートシールなど、いず
れか適切な手段が使用可能である。いくつかの実施形態において、ストリップは、ウェブ
と比較的強力なシールを提供するシーラント層を備えるストリップの表面との間の界面で
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、ウェブに固定される。ストリップはたとえば、ウェブが平置き状態にある間にウェブの
下に設けられた、ヒートシーラなどの適切な装置（図示せず）によって、ウェブに封止さ
れることが可能である。
【０１１３】
　本明細書に開示される実施形態において、パッケージの第一末端は封止され、通常はそ
こでパッケージを作成するために２つのウェブが使用され得る。あるいは、パッケージの
第一末端は折り畳まれ、たとえばそこで、パッケージを作成するために材料の単一のウェ
ブが使用され得る。
【０１１４】
　第一および第二サイドパネルは同じ長さを有するように様々な実施形態に示されている
ものの、いくつかの実施形態において第二サイドパネルは第一サイドパネルより長くても
よく、すなわち第二サイドパネルの第一末端は第一サイドパネルの第一末端を超えて延在
することができ、あるいはその逆もまた可能である。延在部分はたとえば、穴を有するハ
ングタブに対応することができ、または開封後にパッケージを再閉鎖するための折り畳み
フラップとして機能することができる。
【０１１５】
　別のパネル、ストリップなどに「封止」されるパネル、ストリップなどの説明において
、封止は説明されるように従来の手段によって行われ、通常は包装用の業界慣習に準拠し
た封止幅で行われる。
【０１１６】
　本明細書に開示される発明の様々な実施形態のパッケージは選択的に、別途従来の手段
によって真空化またはガス充填されることが可能である。本発明によるパッケージは、調
製大気を包含することができる。
【０１１７】
　発明の実施形態の説明
　本明細書は、様々な実施形態において、以下のパラグラフに述べられる主題を対象とす
る。これらは、発明の概要において以上で説明されたような発明の第一、第二、第三、ま
たはいずれか後続の態様の選択的な実施形態であり、各態様について、これらの特徴は単
独で、またはこれらの特徴のいずれか適切な組み合わせで、受け入れられる：
　ａ）第一および第二インターロックストリップのうちの少なくとも１つは、第一および
第二表面、第一および第二側縁、ならびに第一および第二末端を有する、スカートセグメ
ントを備える。
【０１１８】
　ｂ）第一および／または第二インターロックストリップのスカートセグメントの第一お
よび第二表面のうちの少なくとも１つの少なくとも一部は、比較的強力なシーラントを備
える。
【０１１９】
　ｃ）第一および／または第二インターロックストリップのスカートセグメントの第一お
よび第二表面のうちの少なくとも１つの少なくとも一部は、易開封性シーラントを備える
。
【０１２０】
　ｄ）第一または第二インターロックストリップの第一スカートセグメントの第二表面は
、比較的強力なシールを用いて第一サイドパネルの内側表面に固定される。
【０１２１】
　ｅ）第一および第二サイドパネルの第一末端、ならびに第一および第二ガセットの第一
末端は、シールを用いて互いに接合される。
【０１２２】
　ｆ）第一および第二サイドパネルの第一末端、ならびに第一および第二ガセットの第一
末端は、折り畳みによって互いに接合される。
【０１２３】
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　ｇ）第一および第二サイドパネルの第二末端、ならびに第一および第二ガセットの第二
末端は、シールを用いて互いに接合される。
【０１２４】
　ｈ）第一および第二サイドパネルの第二末端、ならびに第一および第二ガセットの第二
末端は、折り畳みによって互いに接合される。
【０１２５】
　ｉ）ダイカットセグメントは、第一インターロックストリップの第一および第二部分の
インターロック表面のほぼ全体、および第二インターロックストリップの下にある。
【０１２６】
　ｊ）ダイカットセグメントは、第一インターロックストリップの第一、第二、および第
三部分のインターロック表面のほぼ全体、および第二インターロックストリップの下にあ
る。
【０１２７】
　ｋ）パッケージは、個別スレッドまたは引裂ストリップがない。
【０１２８】
　ｌ）ダイカットセグメントは、ダイカットが第一サイドパネルを完全に通って延在する
第一部品と、ダイカットが第一サイドパネルおよび第一ガセットを部分的に通って延在す
る第二部品と、を含む。
【０１２９】
　ｍ）ダイカットセグメントは、ダイカットが第一サイドパネルを完全に通って延在する
第一部品と、ダイカットが第一サイドパネルおよび第二ガセットを部分的に通って延在す
る第二部品と、を含む。
【０１３０】
　ｎ）ダイカットセグメントは、ダイカットが第一サイドパネルを完全に通って延在する
第一部品と、ダイカットが第一サイドパネルならびに第一および第二ガセットを部分的に
通って延在する第二部品と、を含む。
【０１３１】
　ｏ）易開封性シールは、第一インターロックストリップのスカートを、第一サイドパネ
ルの内側表面および第一ガセットの内側表面に封止する。
【０１３２】
　ｐ）易開封性シールは、第一インターロックストリップのスカートを、第一サイドパネ
ルの内側表面ならびに第一および第二ガセットの内側表面に封止する。
【０１３３】
　ｑ）易開封性シールは第二インターロックストリップのスカートを、第二サイドパネル
の内側表面に固定する。
【０１３４】
　ｒ）第一および第二インターロックストリップは各々、面ファスナを備える。
【０１３５】
　ｓ）第一および第二インターロックストリップは各々、自己インターロックオスファス
ナを備える。
【０１３６】
　ｔ）第一および第二インターロックストリップは各々、自己結合ファスナを備える。
【０１３７】
　ｕ）パッケージは、各々がインターロックストリップを担持および分配する、２つのリ
ールを用いて作り出されることが可能である。
【０１３８】
　ｖ）第一および第二インターロックストリップは、パッケージが開封されたときに接続
片が裂けて、パッケージの内容物へのアクセスを提供するように、最初に作成されて、そ
の間に接続片を有してパッケージと一体に固定される。
【０１３９】
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　ｗ）ストリップ１０および１３のインターロック表面は、パッケージの第一および第二
末端から離間している。
【０１４０】
　ｘ）第一および第二インターロックストリップ１０および１３は、互いに略平行に位置
決めされている。
【０１４１】
　ｙ）ストリップ１０および１３のインターロック表面は、開封後に、パッケージを再閉
鎖するために第二ストリップ１３のインターロック表面が第一ストリップ１０の第一部分
のインターロック表面と係合可能となるように、パッケージが折り畳み可能となるよう十
分に、互いに離間している。
【０１４２】
　ｚ）ダイカットセグメントが移動してパッケージが開封されたときに、製品は第一およ
び第二インターロックストリップの間でアクセス可能となり、第一および第二インターロ
ックストリップの各々のインターロック表面は少なくとも部分的に露出される。
【０１４３】
　ａａ）ダイカットセグメントが除去されたとき、第一インターロックストリップの第二
部分のインターロック表面をパッケージ自身と係合させ、パッケージを折り畳み、第二イ
ンターロックストリップのインターロック表面を第一インターロックストリップの第一部
分のインターロック表面と係合させることによって、パッケージはその後再閉鎖可能とな
る。
【０１４４】
　ｂｂ）第一および第二インターロックストリップのインターロック表面は、パッケージ
が最初に開封されるまで露出されない。
【０１４５】
　ｃｃ）第二インターロックストリップのインターロック表面、および第一インターロッ
クストリップの第一部分は、パッケージが最初に開封されてその後再閉鎖されるまで、係
合しない。
【０１４６】
　ｄｄ）第一インターロックストリップのインターロック表面は、第二インターロックス
トリップのインターロック表面よりもパッケージの第一末端から離れて設けられている。
【０１４７】
　ｅｅ）第一インターロックストリップは第二インターロックストリップよりも長い。
【０１４８】
　ｆｆ）パッケージは、リブシールとして機能するフィンシールを備える。
【０１４９】
　ｇｇ）ダイカットセグメントは閉ループダイカットセグメントである。
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